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沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

国
保
の
コ
ロ
ナ
減
免

非
自
発
的
失
業
者
に
は
な
ぜ
適
用
さ
れ
な
い

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

感
染
症
と
自
然
災
害
の
複
合
災
害
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
問
う

　

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
に

お
け
る
病
院
と
の
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が
増
す

一
方
で
、
厳
し
さ
を
増
す
財
政
的

課
題
を
考
え
た
と
き
、
近
隣
市
と

の
協
力
、
相
互
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政

体
制
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
々

の
日
常
の
生
活
圏
は
市
域
を
越
え

て
拡
大
し
て
お
り
、
特
に
本
市
は

市
域
が
狭
く
、
様
々
な
面
で
市
域

を
越
え
た
広
域
的
な
取
組
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
現
在
近
隣
市
と

の
連
携
を
考
え
て
い
る
政
策
や
取

組
を
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
専
門

性
を
有
す
る
人
材
の
相
互
協
力
、

共
同
活
用
に
つ
い
て
、
民
間
へ
の

外
部
委
託
の
代
わ
り
に
、
専
門
性

を
有
す
る
他
市
の
力
を
借
り
て
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
他
市
と
の
防
災
行
政
無

線
の
連
携
に
つ
い
て
、
行
政
界
付

近
の
住
民
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
に
、
隣
接
市
の
行
政
界
付
近

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無

線
に
つ
い
て
も
同
様
に
捜
索
情
報

を
放
送
で
き
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

広
域
連
携
に

つ
い
て
、
現
在
具
体
的
な
事
案
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
材
の
相

互
協
力
は
、
人
材
不
足
を
補
う
こ

と
や
一
定
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
も

期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

市
長
室
長　

行
政
界
で
の
放
送

は
、
家
族
の
意
向
、
警
察
署
間
の

運
用
及
び
捜
査
情
報
等
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
元
年
７
月
に
文
部
科
学
省

か
ら
学
校
給
食
費
徴
収
・
管
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
公
会
計
に

よ
っ
て
会
計
処
理
が
一
元
化
さ
れ

た
場
合
も
、
学
校
が
食
材
を
発
注

し
、
支
払
い
は
市
が
行
う
こ
と
で

各
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た

取
組
が
可
能
で
あ
る
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
会
計
へ
の
移

行
に
よ
る
収
納
率
の
低
下
へ
の
懸

念
に
つ
い
て
、
児
童
手
当
法
施
行

規
則
第　

条
に
、
児
童
手
当
か
ら

１２

徴
収
で
き
る
費
目
と
し
て
学
校
給

食
費
も
該
当
す
る
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
を

未
納
対
策
だ
け
で
な
く
支
払
い
方

法
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
視
野

に
入
れ
て
は
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
が
始
ま
り
、
新
時
代
に
即
し

た
教
育
環
境
と
同
時
に
教
師
の
負

担
増
と
重
責
が
伴
い
、
子
供
た
ち

一
人
一
人
に
向
き
合
う
時
間
を
捻

出
す
る
こ
と
が
厳
し
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
学

校
給
食
費
の
公
会
計
制
度
導
入
に

つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

国
か
ら
学
校
給
食
費

徴
収
・
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
給
食
費
の
公
会
計
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
示
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
デ
メ
リ

ッ
ト
を
克
服
し
つ
つ
、
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
す
る
方
向
で
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
２
０
年
５

月
１
日
に
出
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
者
の
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）
の
減
免
に
つ
い
て
の

通
知
で
は
、
会
社
都
合
で
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
者
は
今
回
の
減

免
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
従
来
の

制
度
で
あ
る
前
年
所
得
を
１
０
０

分
の　

と
み
な
し
て
保
険
税
を
軽

３０

減
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え

ば
、
例
え
ば
前
年
度
所
得
３
０
０

万
円
以
下
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
仕
事
が
な

く
な
り
、
自
己
都
合
で
退
職
し
た

者
は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
同
じ
条
件
で
も
会
社
都
合
で

退
職
し
た
者
は
、
前
年
度
所
得
を

１
０
０
分
の　

と
み
な
さ
れ
、
一

３０

定
額
の
保
険
税
を
支
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

　

こ
の
措
置
は
あ
ま
り
に
も
公
平

性
に
欠
け
、
非
自
発
的
失
業
者
の

理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
減
免
の
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
税

も
対
象
と
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

健
康
部
長　

非
自
発
的
失
業
者

は
失
業
給
付
を
自
己
都
合
退
職
者

に
比
べ
て
有
利
な
条
件
で
受
給
で

き
、
他
の
非
自
発
的
失
業
者
と
の

均
衡
に
基
づ
い
た
制
度
設
計
で
、

妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
藤　

学 
議
員
《
公
明
党
》

市
独
自
の
中
小
企
業
支
援
策
を
問
う

　

吉
田　

義
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

近
隣
市
と
の
広
域
連
携
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

学
校
給
食
費
の

公
会
計
制
度
導
入
に
つ
い
て

　

な
お
、
質
疑
、
討
論
、
総
括
質

疑
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る

２６

３６

質
疑
（
５
月　

日
）

２９

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、
星
野
久
美
子（
日
本
共

産
党
）、
沖
永
明
久（
会
派
に
属
さ

な
い
議
員
）、
松
橋
淳
郎（
ざ
ま
明

進
会
）、
伊
藤
多
華
（
公
明
党
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る

２６

３６

討
論
（
５
月　

日
）

２９

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）

総
括
質
疑
（
５
月　

日
）

２９

　

吉
田
義
人（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

星
野
久
美
子（
日
本
共
産
党
）、
松

橋
淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）、
安
海
の

ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
沖
永
明
久（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

報
告
第
３
号
に
対
す
る
質
疑

（
５
月　

日
）

２９

　

松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
明
進
会
）

議
員
提
出
議
案
第
６
号
に
対
す
る

質
疑
（
５
月　

日
）

２９

　

熊
切
和
人
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑

４１

（
６
月
９
日
）

　

佐
藤
弥
斗（
ざ
ま
明
進
会
）、
内

藤
幸
男（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、
加

藤
陽
子（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

討
論
（
６
月　

日
）

２２

　

加
藤
学（
公
明
党
）、
松
橋
淳
郎

（
ざ
ま
明
進
会
）、星
野
久
美
子（
日

本
共
産
党
）、
安
海
の
ぞ
み（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）、荻
原
健
司（
自

民
党
・
い
さ
ま
）、
加
藤
陽
子（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）、沖
本
浩
二

（
ざ
ま
大
志
会
）、
沖
永
明
久（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る

４２

５９

質
疑
（
６
月　

日
）

２２

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、
安
田
早
苗（
公
明
党
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
明
進
会
）

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る

４２

５９

討
論
（
６
月　

日
）

２２

　

加
藤
学（
公
明
党
）、
佐
藤
弥
斗

（
ざ
ま
明
進
会
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
中
小
企
業
の
事
業

経
営
悪
化
は
深
刻
で
す
。
中
小
企

業
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
実

を
見
る
と
、
国
や
県
の
支
援
策
に

加
え
て
、
さ
ら
な
る
市
独
自
の
中

小
企
業
支
援
策
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
予
算
計
上
し
て
い

た
も
の
の
執
行
で
き
な
く
な
っ
た

市
緑
化
祭
り
や
大
凧
ま
つ
り
等
の

事
業
の
執
行
残
を
財
源
と
し
て
、

市
独
自
の
追
加
の
中
小
企
業
支
援

策
を
検
討
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

執
行
残
を
財

源
と
し
た
追
加
の
中
小
企
業
支
援

策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
中
小

企
業
支
援
策
を
含
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
る
支
援
等
は
専
決
処
分
で
対

応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
本

市
の
歳
入
は
未
曽
有
の
事
態
に
よ

り
、
そ
の
根
幹
と
な
る
市
税
を
は

じ
め
、
多
く
の
財
源
に
お
い
て
減

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
事

業
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
的
確
か
つ
厳
格
な
執
行

管
理
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
や
む

な
く
執
行
で
き
な
か
っ
た
事
業
も

あ
り
、
生
じ
た
不
用
額
は
今
後
、

総
計
予
算
主
義
の
原
則
に
の
っ
と

り
、
事
業
執
行
の
財
源
に
活
用
す

る
補
正
予
算
や
年
度
間
の
財
源
調

整
に
備
え
て
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
る
補
正
予
算
を
計
上
し
、

議
会
に
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
に
国
か
ら
発
せ

ら
れ
た
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て
」
の
通
知
や
防
災
学

術
連
携
体
か
ら
発
表
さ
れ
た
市
民

へ
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
感
染
症

と
自
然
災
害
の
複
合
災
害
に
備
え

て
下
さ
い
」
の
内
容
を
受
け
、
感

染
症
と
自
然
災
害
の
複
合
災
害
の

リ
ス
ク
及
び
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮

し
た
避
難
に
つ
い
て
、
当
局
の
基

本
的
な
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
新
し
い
生

活
様
式
が
示
さ
れ
る
中
、
複
合
災

害
の
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
避
難
所

ま
た
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
が
３

密
と
な
っ
て
し
ま
い
、
現
状
の
開

設
運
営
手
法
で
は
回
避
が
困
難
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

施
設
管
理
者
の
協
議
及
び
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
等
が

重
大
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
国
や
県
の
助
言
等

を
参
考
に
避
難
所
運
営
委
員
会
等

と
施
設
の
特
性
等
を
勘
案
し
、
感

染
防
止
に
資
す
る
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
へ
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ

ス
ク
を
は
じ
め
、
避
難
先
に
つ
い

て
は
あ
ら
か
じ
め
親
戚
や
知
人
宅

な
ど
の
避
難
先
を
決
め
て
お
い
た

り
、
状
況
に
応
じ
て
自
家
用
車
等

で
の
一
時
待
機
を
考
え
た
り
、
平

時
か
ら
避
難
所
へ
行
か
な
く
て
済

む
よ
う
に
自
助
の
備
え
等
に
つ
い

て
普
及
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
元
年　

月
に
初
め
て
確
認

１１

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
瞬
く
間
に
全
世
界

に
蔓
延
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
、
手
洗
い
の

た
め
の
消
毒
液
の
配
布
要
望
を
い

た
だ
く
中
で
、地
域
の
病
院
か
ら
、

消
毒
液
で
あ
る
次
亜
塩
素
酸
水
を

製
造
す
る
機
器
が
あ
り
、
消
毒
液

を
提
供
可
能
な
こ
と
か
ら
、
市
役

所
で
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
相
談

を
受
け
ま
し
た
。
担
当
当
局
へ
報

告
し
ま
し
た
が
、
病
院
か
ら
の
申

出
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
予
防
に
関
す
る
協

力
の
申
出
で
あ
れ
ば
、
市
と
し
て

病
院
と
何
ら
か
の
接
触
を
持
ち
、

今
後
の
こ
と
も
考
え
、
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

地
域
の
病
院
か
ら

の
次
亜
塩
素
酸
水
の
配
布
意
向
の

相
談
を
受
け
た
際
、
次
亜
塩
素
酸

水
の
効
果
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
や
、
配
布
の
際
、
３
密
に
な

り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
危

険
が
あ
る
の
で
、
市
と
し
て
配
布

は
し
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
社
会
経
済
活
動
が
急
速

に
活
発
化
し
て
い
く
中
、
感
染
拡

大
防
止
を
両
立
し
て
い
か
な
け
れ

ば
再
流
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
病
院
等

民
間
と
の
連
携
も
含
め
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


